
琉球⼤学学⻑記者懇談会 
2025 年 7 月 24 日  

国際シンポジウム「沖縄におけるフェミニズムとインターセクショナリティ」開催報告 

開 催 期 間 ：2025 年 7 月 10 日〜12 日、9:30-17:30 
場   所：沖縄科学技術⼤学⼤学院 (OIST) 
開 催 形 式 ：ハイブリッド 
主催・運営：琉⼤レインボー& OIST インターセクショナル・フェミニスト 
・「琉大レインボー」代表

琉球⼤学 理学部４年次 キョ ルイラン; 
琉球⼤学理学研究科博士課程修了、OIST ポストドク研究員、現在ハワイ⼤学ポストドク研
究員 Maria Santos  

・「琉大レインボー」顧問/「ジェンダー学とインターセクショナリティ」担当教員/シンポジ
ウム企画運営アドバイザー

琉球⼤学 島嶼地域科学研究所 准教授 宜野座綾乃;

共催・後援：琉球⼤学ヒューマンライツセンター、ハラスメント相談支援センター、ジェンダ 
ー協働推進室；Be the Change Okinawa 
「ジェンダー学とインターセクショナリティ」受講生/グループプロジェクトリーダー： 
・国際地域創造学部 3 年次 福元和音

報告タイトル「沖縄における性別役割分業に対する⼤学生の意識調査」 
・人文社会学部 1 年次 福地麻咲季

報告タイトル「沖縄における軍隊の性暴力：2024 年の事件の考察を通じて」 

インターセクショナリティ(交差性):ジェンダー学の視点から生まれた考え方で、性別だけでな
く、人種、階級、年齢、障がいの有無など、さまざまな立場や違いが重なり合って、人の経験
を形成すること。複数の違いが重なって生じる不平等や特権に目を向ける視点。

例：女性でかつ移⺠である、あるいは障がいがあるといった場合、それぞれの要素が単
独ではなく交差して（インターセクトして）不平等な状況を生み出すことがある。一方
で、たとえば、男性で多数派の人種、経済的にも恵まれている人は、社会的に有利な立
場にある人にとっては特権となることもある。 



 

概要報告 宜野座：今回の FIO（Feminism and Intersectionality in Okinawa）シンポジウム
は、他の国際シンポジウムにはあまり見られない、以下の 3 つの顕著な特徴を持っています。 

大学間、分野間、地域と大学を結ぶ取り組み：文系・理系の垣根を越えて、⼤学生や若手研究
者が沖縄という自らが学び・暮らす土地に根差した課題について主体的に向き合い、その声を
発信したことも、本シンポジウムの重要な意義です。学問的専門性に閉じることなく、「今こ
こ」に生きる場所から問いを立て、地域社会とともに学び合う場が生まれました。 

多様性、多言語、公平性、包摂性：特に印象的だったのは、LGBTQ やフェミニズムといった
周縁化されがちなテーマに日常的に関心を持つ若者たちが、沖縄における構造的抑圧や差別と
自身の経験との共通点を見出し、深く学ぼうとする姿勢です。短期間の滞在であっても、彼ら
がこの土地の歴史や課題に真摯に向き合い、言語の壁や資金的制約を乗り越えながら、お互い
に支え合い、講演者に自ら賛同を求める姿には、知的探究心と社会的責任を結びつけた知のあ
り方が示されていたと思います。このような分野横断的・多国籍・多言語的な若者たちによる
自主的な試みはまだ多くなく、FIO は、その先駆的なモデルとなる重要なイニシアティブの一
つであるかもしれません。 

学部研究と国際シンポジウムでの英語報告の機会：今回、私の講義「ジェンダー学とインター
セクショナリティ」を受講した琉球⼤学の農学部、工学部、国際地域創造学部、人文社会学
部、医学部の学生たち（学部 1 年生から博士課程まで）が、学部横断で協働しながらプロジェ
クトのテーマを設定し、調査・検証を行い、それを英語で発表できたことは、琉⼤ならではの
学びの成果だと感じています。英語を⺟語としない学生たちが、このような国際的な場で主体
的に報告を行う姿は、沖縄の地域性と国際性が共存する学術環境の恵みだと感じています。 

琉球⼤学は、県内唯一の総合⼤学として、理系・文系を横断する学びと、地域課題への関心を
育む教育の場であり続けることが求められています。今回の取り組みが、その一助となれば幸
いです。 

主催「琉大レインボー」代表 キョルイラン  
感想：私たち「琉⼤レインボー」は、学部生 2 名と交換留学生 1 名の 3 名で立ち上がった多様
なメンバー構成のサークルです。今年はさらに⼤きな挑戦として、「沖縄におけるフェミニズ
ムとインターセクショナリティ」を開催しました。このイベントは、沖縄の学生、研究者、ア
ーティスト、地域の皆様が分野や立場を越えて出会い、交流し、共に学び合うことを目的に開
催されました。琉⼤レインボーのメンバーで、理学部研究科の博士客員研究員である Maria 



Santos(Duda)さんを中心に、初めての⼤規模なシンポジウム運営にあたり、最初は不安を感じ
ていましたが、多くの方々が関心を持っていただき、とても励みになりました。講演者や発表
者の方々から多くの学びを得られたことに加えて参加者のみなさんが積極的に質問や意見交換
をしてくださりました。参加者同士の間でも活発な意見交換や、新たなつながりが生まれるな
ど、深い交流が促進されました。一方で、情報発信や広報にはまだ課題があり、「誰も取り残
さない」伝え方を工夫したいと考えています。将来的には、地域の学校や市⺠団体とも連携
し、沖縄から多様性を尊重する文化を広げていきたいと強く思います。 
 
報告を終えた感想 
報告タイトル「沖縄の性別役割分業グループ」  
報告者：国際地域創造学部 ３年次 福元和音（リーダー） 
 
私たちは、「沖縄における性別役割分担に対する⼤学生の意識調査」をテーマで報告しました。
プロジェクトのきっかけとなったのは、沖縄における家庭内の性別分業に違和感を持っていた
ことや、⼤学生と既婚世代の意識の違いを比較したいと思ったことです。調査の結果、⼤学生
の多くは男女平等の意識が高く、性別による役割分担を否定する学生がほとんどでした。一方
で、理想の家庭像を尋ねると、どの世代にも女性に伝統的役割を期待する傾向が見られまし
た。これは、沖縄の伝統的価値観や、女性の賃金格差などが背景にあると考えられますが、時
間の都合で、十分に深掘りをすることはできませんでした。英語での発表は緊張しましたが、
OIST という国際的な場で発表し、さまざまな参加者と交流できたことはとても刺激的で、貴重
な経験となりました。 
 
報告を終えた感想 
報告タイトル「沖縄における軍隊の性暴力：2024 年の事件の考察を通じて」 
報告者：人文社会学部 １年次 福地麻咲季（リーダー） 
 
 私たちは、沖縄における米軍の性暴力をテーマに発表しました。このプロジェクトを通し
て、米軍による性暴力事件には他の性暴力と異なる特殊性があることがわかりました。単に知
識を身につけるだけでなく、問題の全体像を把握することで、今後軍事性暴力について考える
ための思考力を身につけることができました。また、シンポジウムでは、会場から多角的な視
点による質問をいただき、自分たちの考えを深めるきっかけにもなりました。今後も性暴力の
問題を「個人の問題」ではなく「社会の問題」として捉え、声をあげることや学び続ける姿勢
を⼤切にしていきたいと思います。 

 



シンポジウム「沖縄におけるフェミニズム
とインターセクショナリティ」開催報告

Feminism and Intersectionality in Okinawa 

学生サークル「琉大レインボー」：理学部４年次 キョ ルイラン

共通科目「ジェンダー学とインターセクショナリティ」学生代表：

国際地域創造学部３年次 福元和音、人文社会学部１年次 福地麻咲季

サークル顧問/共通科目担当：島嶼地域科学研究所 宜野座綾乃



概要

• 開催期間：2025年7月10日〜12日
9:30-17:30

• 場所：沖縄科学技術大学大学院

• 開催形式：ハイブリッド

• 主催・運営：琉大レインボー& OISTイン
ターセクショナル・フェミニスト

• アドバイジング：琉球大学 宜野座綾乃
• 共催・後援：琉球大学ヒューマンライツ
センター、ハラスメント相談支援センタ
ー、ジェンダー協働推進室；
Be the Change Okinawa



構成・スケジュール

• 基調講演 ４（8人）
• ワークショップ 2（6人）
• プレゼンテーション 15 （23人）
• ポスターセッション 4



基調講演



プレゼンテーション



ポスターセッション



Undergraduate research 

「ジェンダー学とインターセクショナリ
ティ」学生報告

「沖縄における軍隊の性暴力：
2024年の事件の考察を通じて」

「沖縄における性別役割分業
に対する大学生の意識調査」



メディア掲載

沖縄タイムス 2025年7月12日 琉球新報 2025年7月13日

沖縄タイムス 2025年7月20
日

琉球新報 2025年7月20日



特徴と成果

•大学間、分野間、地域と大学を結ぶ取り組み
• 文系・理系の垣根を越えて学部生・大学院生が協働で、自らが学び・
暮らす沖縄の課題に主体的に向き合い、学問的専門性に閉じず、「今
ここ」の場所から問いを立てる

•多様性、多言語、公平性、包摂性
• 言語・資金・分野の壁を越えて協働した、多国籍・多分野の若者たち
によるLGBTQやフェミニズムを含む社会課題への主体的な実践。

•学部研究と国際シンポジウムでの英語報告の機会
• 多学部・多階層の学生が協働し、英語で国際発表を行う中で、沖縄の
地域性と国際性が共存する学術環境を体現。



ご協力・ご支援いただいた皆様に、
心より感謝申し上げます。




